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	タカラバイオ(株)が開発した組換えたんぱく質分解酵素を用いて

アレルゲンを不活性化するフィルターを

三菱重工業（株）と共同開発に成功


タカラバイオ株式会社（社長：加藤郁之進）は三菱重工業株式会社(社長：佃　和夫)と共同でダニや花粉などのアレルゲンを分解して不活化させる、酵素利用型のアレルゲン分解フィルター（「アレルゲンクリアフィルター」）を開発しました。本フィルターは当社が開発した超耐熱性たんぱく質分解酵素を用い、三菱重工業㈱が特殊繊維フィルターに固定し、製品化したものです。

今回、開発された「アレルゲンクリアフィルター」は、超耐熱性たんぱく質分解酵素に、アレルゲンを変性させる作用のある尿素を加えることによって、酵素と尿素の相乗効果でダニや花粉などのアレルゲンの分解を飛躍的に加速させました。常温の微生物に由来する従来の工業用たんぱく質分解酵素では、安定性が低く尿素を加えると酵素そのものが活性を失います。一方、当社が開発した超耐熱性たんぱく質分解酵素は安定性が極めて高く、尿素を加えても十分な活性を保持するため、ダニアレルゲン（コナヒョウヒダニ、ヤケヒョウヒダニ）、スギ花粉､ネコアレルゲン、インフルエンザウイルス、ポリオウイルスを効果的に分解することができるという結果が得られています。

タカラバイオ(株)のバイオ研究所では、ノーベル化学賞受賞者の故アンフィンセン博士（当時 ジョンズ ホプキンス大学教授）と、Pyrococcus furiosus由来の超耐熱α-アミラーゼを対象として、1991年に共同研究を行いました。この共同研究をきっかけとして、組換え超耐熱性たんぱく質分解酵素を枯草菌で発現させることに成功し、現在研究用試薬として市販しています（製品名：Pfu Protease S.、米国特許取得済み）。
酵素反応を利用した物質生産プロセスは環境に対する負荷が小さいことから従来の化学反応の代替技術としても注目されています。さらに、酵素反応は特定の分子のみを認識して作用するという特徴をもっており、有害物質の分解除去や有用物質を効率良く生産することも可能です。
当社では、家庭用エアコン、業務用エアコン、空気清浄機、カーエアコンなどへのアレルゲン分解フィルターの実用化を進めている三菱重工業㈱に、超耐熱性たんぱく質分解酵素を供給するとともに、安定性が著しく高い超耐熱性たんぱく質分解酵素の特徴を生かし、従来の酵素では利用できなかった工業プロセスや工業製品での用途の拡大を進めます。
当資料取り扱い上の注意点
資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
この資料は、１０月２８日に京都経済記者クラブに配布しています。

また三菱重工業株式会社が、１０月２８日に三菱重工業株式会社　本社にて、

レクチャー付発表を行っております。

	この件に関するお問い合わせ先
タカラバイオ株式会社
バイオインダストリー部
Tel 077-543-7235


【参考資料】

＜三菱重工業株式会社の概要＞

代表者：　取締役社長　佃和夫
所在地：　東京都港区港南２－１６－５
設立：　昭和２５年１月１１日
資本金：　２，６５６億円（平成１５年３月３１日現在）
従業員数：　３５，４２６名（平成１５年４月１日現在）
＜語句説明＞

アレルゲン

生体が抗原により示すアレルギー反応のうち、即時型のアレルギー反応を引き起こす抗原物質の総称。空気中を浮遊するダニなどの昆虫の蛋白質成分や排泄物、スギその他草木の花粉、ネコ等動物の垢、室内塵、食物中の成分などがアレルゲンとして知られています。アトピー性の人などでは非常に微量のアレルゲンであってもアレルギー症状が引き起こされることから食品や住環境に存在するアレルゲンが大きな問題となっています。

Pyrococcus furiosus

パイロコッカス　フリオーサス。イタリアの海底火山の熱水鉱床から単離された嫌気性古細菌で、100℃付近で最もよく生育します。この菌が持っている酵素も菌と同様100℃付近で最も高い活性を持つことが知られています。

ズブチリシン型たんぱく質分解酵素

枯草菌が生産する蛋白質分解酵素で、蛋白質を分解してペプチドやアミノ酸を生じます。蛋白質を分解する活性が高く、洗剤用酵素などの産業用として広く用いられています。多くの微生物が類似の酵素を生産することが知られています。

尿素

常温で水に溶解する有機物で、蛋白質や核酸の変性剤として用いられます。多くの蛋白質は高濃度の尿素溶液で完全に変性します。生体内にも存在し、ハンドクリームなどの化粧品の成分としても用いられています。
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